2022/1/1版
記入表155-5　　　　　　　　　包装材料チェックリスト
日　     　　　付：２０　　　年　　　　月　　　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企　　　業　　 名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　役職、設計責任者・担当者名【本証明書の記載者】：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail(E-mailがない場合TEL)：                            
申込型式・品番名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■使用包装材料一覧表
1製品あたりに使用している包装材料の名称、質量、再生材料の使用率を記載して下さい。
	No.
	使用包装材料名
	質量[g]
	再生材料の
使用率

	1
	
	
	　　%

	2
	
	
	　　%

	3
	
	
	　　%

	
	合　　計
	
	


　使用包装材名の記入例：ダンボール、ポリエチレン、発泡ポリスチレン、パルプモールド

■包装材料チェックリスト
以下の要求事項に対して、全て実現(「はい」)している場合(Should項目を除く)に、基準に適合すると判断する。
	No.
	要求
	実現
	解説

	1
	減量化・減容化を考慮して設計しているか
	□はい/□いいえ
	

	
	
	具体的には、同タイプの従来機(もしくは基準機)に使用される包装材料との減量化もしくは減容化率等の比較を行っているか。ただし、同等機能を有する従来機が存在しない場合には、従来機との比較は適用しない。同等機能とは、例えば、印字方式、IPM、対応する用紙サイズ等が同一の機器構成を指す。
	
	□従来機に使用される包装材料との比較
	従来機の名称
	

	減量化率
	

	減容化率
	


減量化率、減容化率は、どちらかでも構いません。
□同等機能を有する従来機が存在しない

	2
	再生材料の使用を考慮して設計しているか
(古紙、再生プラスチックなど)
	□はい/□いいえ
	再生材料を使用している場合には、上記一覧表に記載すること

	3
	包装材の表面に印字するインクの使用量を低減するように考慮して設計しているか
	□はい/□いいえ
	印刷面積を減らすデザイン等の採用により、インキ等の使用削減ができる

	4
	材料の共通化を図るように設計しているか
	□はい/□いいえ
	自社製品内での材料の共通化や同一製品に使用される包装の材料を統一することが望ましい

	5
	リサイクル、もしくはリユースしやすい材料の選択を考慮して設計しているか
	□はい/□いいえ
	消費者がリサイクル等にまわしやすい材料を選択することが望ましい

	6
	異種材料を複合して使用する場合には、材料間の分離が容易なように設計しているか
	□はい/□いいえ
□異種材料の複合使用なし
	ここでいう異種材料とは、金属とプラスチック、紙とプラスチック等を指し、プラスチックの種類による違いではない。

	7
	リサイクル、もしくはリユースしやすいように、法令やJIS規格等による材質表示がされているか
	□はい/□いいえ
	消費者がリサイクル等にまわせるように適切な表示を行う必要がある。

	8
	包装に使用される材料は、環境影響を及ぼす化学物質の使用回避、削減がされるように材料選択をしているか(ハロゲンを含むポリマー、CFC、HCFC等(別表3)の不使用)
	□はい/□いいえ
	環境影響を及ぼす化学物質を使用している場合には、リサイクルや廃棄時に問題となる。

	9
	包装材等の回収および再使用または再生利用のためのシステムがあるか
	[Should]
□はい/□いいえ
	グリーン購入法の配慮事項に記載されているように、回収・リサイクルシステムを有していることが望ましい。
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2022/1/1 版   記入 表 155 - 5            包装材料チェックリスト   日             付： ２０     年      月      日                                   企     業      名：                                           役職 、設計責任者 ・担当者 名 【本証明書の記載者】 ：                                                   E - mail(E - mail がない場合 TEL) ：                                 申込型式・品番名：                                   ■使用包装材料一覧表   1 製品あたりに 使用している包装材料の名称、質量、再生材料の使用率を記載して下さい。  

No.  使用包装材料名  質量 [g]  再生材料の   使用率  

1       %  

2       %  

3       %  

 合    計    

  使用包装材名の記入例：ダンボール、ポリエチレン、発泡ポリスチレン、パルプモールド     ■包装材料チェックリスト   以下の要求事項に対して、全て実現 ( 「はい」 ) している場合 ( Should 項目を除く ) に、基準に適合す ると判断する。  

No.  要求  実現  解説  

1  減量化・減容化を考慮して 設計して いるか  □ はい / □ いい え   

 具体的には、同タイプの従来機 ( もしくは基準 機 ) に使用される包装材料との減量化もしく は減容化率等の比較を行っているか 。ただし、 同等機能を有する従来機が存在しない場合に は、従来機との比較は適用しない。同等機能 とは、例えば、印字方式、 IPM 、対応する用紙 サイズ等が同一の機器構成を指す。   □従来機に使用される包装材料との比較  

従来機の名称   

減量化率   

減容化率   

減量化率、減容化率は、どちらかでも構いません。   □同等機能を有する 従来機が存在しない  

2  再生 材料 の使用を考慮して 設計して いるか   ( 古紙、再生プラスチックなど )  □ はい / □ いいえ  再生材料を使用している場合には、上記一 覧表に記載すること  

3  包装材の表面に印字するインクの使用量を低 減するように考慮して設計しているか  □ はい / □ いいえ  印刷面積を減らすデザイン等の採用により、 インキ等の使用削減ができる  

4  材料の共通化を 図るように設計して いるか  □ はい / □ いいえ  自社製品内での材料の共通化や同一製品に 使用される包装の材料を統一することが望 ましい  

5  リサイクル、もしくはリユースしやすい材料の選 択を考慮して 設計して いるか  □ はい / □ いいえ  消費者がリサイクル等にまわしやすい材料を 選択することが望ましい  

6  異種材料を複合して使用する場合には、材料間 の分離が容易 なように設計しているか  □ はい / □ いいえ   □異種材料の複合使 用なし  ここでいう異種材料とは、金属とプラスチッ ク、紙とプラスチック等を指し、プラスチック の種類による違いではない。  

7  リサイクル、もしくはリユースしやすいように、 法令や JIS 規格 等 による材質表示がされてい るか  □ はい / □ いいえ  消費者がリサイクル等にまわせるように適切 な表示を行う必要がある。  

8  包装に使用される材料は、環境影響を及ぼす 化学物質の使用回避、削減がされ るように材 料選択をして いるか ( ハロゲンを含むポリマ ー、 CFC 、 HCFC 等 ( 別表 3 ) の 不使用 )  □ はい / □ いいえ  環境影響を及ぼす化学物質を使用している 場合には、リサイクルや廃棄時に問題とな る。  

9  包装材等の回収および再使用または再生利用 のためのシステムがあるか  [Should]   □ はい / □ いいえ  グリーン購入法の配慮事項に記載されてい るように、回収・リサイクルシステムを有して いることが望ましい。  

 

